
試験概要

総合型選抜 特待生選抜方式
基礎力試験について

試験と対策について
 基礎力試験とは

本学の「総合型選抜 特待生選抜方式」では、近年の就職活動の早期化を見据え、将来社会で求められる力を
評価するため、「基礎力試験」を導入しています。
この試験では、企業の採用活動で広く活用されている筆記試験対策eラーニング教材と同等の内容を出題します。
試験は言語（国語に相当）、非言語（数学に相当）などが出題され、試験時間は35分間です。

 就職にもつながる!本学の試験対策環境
本学では、在学生向けに就職筆記試験対策eラーニング教材を提供しており、
全学生がいつでも学習できる環境を整えています。この教材は、企業の採用試験に対応した内容で構成されて
おり、早期からのキャリア形成を支援しています。
現在、多くの企業が採用選考に筆記試験を導入しており、低学年からの採用も増加傾向にあります。
本学では、こうした社会の動きに対応し、学生が自信を持って就職活動に臨めるようサポートしています。

 試験対策eラーニングの提供方法と活用の流れ
オープンキャンパスで体験

7月20日以降のオープンキャンパスでは、試験対策eラーニング教材の一部を実際に体験できます。
出願後の利用

出願後、試験日までの期間は、試験対策eラーニング教材を使って対策が可能です。
出願確認後1週間を目安に、大学からアクセス用URLとアカウント情報をメールでお送りします。

早期出願がおすすめ!
早めに出願することで、十分な練習期間を確保できます。ぜひ積極的にご活用ください。
例:9月1日(月)に出願した場合

→ 9月8日(月)から11月15日(土)の試験当日まで、約2か月間の対策期間を確保できます!

 試験の特徴と対策のポイント
出題されるのは、これまでに学んだ基礎的な内容が中心です。
ただし、1問ごとに時間制限があり、前の問題に戻ることはできません。
時間内に正確に解答できるよう、スピードと正確さの両立を意識して練習しましょう。

 試験日程・会場

総合型選抜 特待生選抜方式では、本学PC教室にて、CBT形式で基礎力試験を受験していただきます。

 選考方法

特待生として選抜されなかった場合でも、合否の選考を行い一定の水準をみたせば合格とします。

 入学検定料
検定料は1万円で、他の試験区分より出願しやすい設定となっているのも大きな特徴のひとつです。



苦手な分野は解答のテクニックで復習してみましょう。非言語分野は、基礎教材に解説動画も収録されているほか、数学の基礎
まで立ち戻って学習することができます。また、演習問題が2,000問収録されているため、力をつけることができます。

教材内容について 試験当日は、テストセンター方式より出題がされます。
時間制限が厳しいテストですので、テストセンター・固定２で
事前に何度も練習しておきましょう。

 言語分野
例題１:
太字で示された二語の関係を考え、同じ関係の対になるよう（ ）に当てはまる言葉を1つ選びなさい。
医者:診察
音楽家:（ ）

選択肢 Ａ調理 Ｂ印刷 Ｃ演奏 Ｄ梱包 Ｅ介護

例題２:
下線部分の語が最も近い意味に使われているものを１つ選びなさい。
前評判ほど悪くない作品だ
選択肢
A このままではらちが明かない B めりはりがないストーリー C 大人げない言い訳をするな
D 社会の先生は流行に疎くない E 許せない一言に激昂した

 非言語分野
例題３:
設問 P町からQ町まで甲は40分かかり、乙は24分かかる。甲はP町から、乙はQ町から、互いの方向に向かって
同時 にスタートした。

問題 2人が出会うのは何分後か。

例題４:
設問 L、M、Nの3人が、Aのために、入学祝いをした。Lは18,400円の入学祝いを出した。
Mは、13,100円の花束 を用意した。
精算しないうちに、3人がAの家に行き、その際、Nがタクシー代を立て替えた。

問題 精算する際、NはLに6,100円支払った。Mにはいくら支払ったか。

基礎力試験 例題


